




















入山受付７：００～１３：００、下山時間１５：００までです。

【高原沼巡りコース】○数字は写真の位置

②イワギキョウです。小さな、小さな花をつけています。エゾ
ノヨツバムヅラやズダヤクシュなど、目だ立たない花が森の
中には咲いています。白い花ではカラマツソウやハクサン
ボウフウが目立ちます。(7月21日)

⑤タニマスミレが見頃を迎えました。鴨沼手前から大学沼ま
できれいに咲いています。写真を撮るにはエゾ沼の階段、
大学沼がベストでしょう。全国のスミレファンが訪れる、この
コースの象徴的な花です。（7月21日）

①木道のすぐ脇にエゾコザクラが、日差しをいっぱいに浴
びて咲いています。下を向いて歩きがちの人に見つけても
らいたくて、ここに咲いているようで愛着が湧きました。緑沼
周辺、高原沼でも咲き始めました。（7月11日）

③ミツバオウレンが歩道脇に花を咲かせています。少しだ
け足元を気にして歩くだけで見つけることが出来ます。一つ
一つでも綺麗に咲いてますが、まとまって咲いていると見事
な景色となります。（7月11日）

なお、入山前に必ずヒグマ情報センターで入山届けを記入
し、レクチャーを受けてから入山してください。
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④チシマノキンバイソウが咲き始めました。まだ緑がかる蕾
も綺麗です。ミヤマキンポウゲやオオバミゾホオズキの黄色
い花がコースを彩り始めました。また、ピンクのヨツバシオ
ガマも咲き始めました。(7月25日)
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⑧ウソの巣立ったばかりの幼鳥でしょうか。いっぱしにさえ
ずっていました。ピークでヒグマ待機中にはマヒワの群れ
や、ヒガラ、ルリビタキ、ホシガラスなどが観察できます。(7
月25日)

⑨高原沼の看板がようやく出てきました。大学沼も湖水開
きし、ベンチが出てきて、のんびりと夏を満喫しながら大雪
の懐の景色とヒグマを観察できるようになりました。(7月25
日)

第３号（７月２５日）

⑥エゾオオマルハナバチです。一見、セイヨウオオマルハナ
バチに似ていますが、在来のハチです。朝には木道などに
とどまり、体が暖まるのを待っている姿が見られます。（7月
17日）

⑦土俵沼にルリイトトンボが飛んでいました。小さいながら
綺麗な青色が映えるトンボです。暑くなってきた夏に涼しげ
な青色を探してみるのはいかがでしょうか。特に目は瑠璃
のようで、宝石箱にしまいたいぐらいです。(7月24日)

⑪クマが大学沼の畔に下りてきました。この後、式部沼の
方に向かっていました。ヒグマの状況は最近は1組が観察
できる程度ですが、これからが2組、3組と見られる、ヒグマ
の夏本番と期待したいです。(7月25日)

NO．２

⑩上川中学校の野外授業が沼巡りコースでありました。残
念ながら大学沼でのヒグマ観察はできなかったものの、出
発前に駐車場からヒグマを見ることができました。素晴らし
い上川町を誇りに成長してほしいものです。(7月24日))



入山受付７：００～１３：００、下山時間１５：００までです。

【高原沼巡りコース】○数字は写真の位置

②森でウコンウツギが綺麗に花をつけています。この日は
大雨で雨水が重そうでしたが、雫がとても似合っていて雨
の日でも楽しませてもらいました。これから高根斜面のウコ
ンウツギの大群落が楽しめます。(7月5日)

⑤エゾ沼の増水が始まりました。現在、すねくらいは歩道が
水没しています。雨の降り方によっては水かさが増します。
鴨沼とエゾ沼の間の道も雪が薄くなっているので踏み抜き
には気をつけてください。（7月6日）

①マミジロが高原温泉にやってきました。長雨の最中にも
朝になるとマミジロのさえずりがこだまします。ここ1週間ほ
どいます。高原温泉ではとても珍しい鳥です。(7月9日)

③ミズバショウもまだ見頃の所もあります。土表沼周辺には
エゾコザクラも咲き始めました。現在緑沼ぐらいまではヤブ
蚊に悩まされます。（7月10日）

なお、入山前に必ずヒグマ情報センターで入山届けを記入
し、レクチャーを受けてから入山してください。
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④｢水の恐怖｣梅雨前線が北海道に停滞し、7月2日からの
大雨でヤンベタップ川が増水し、橋に水がかぶっています。
7月6日に補修をし、コースを再開しました。ただ、少しの増
水でも橋に水がかぶる状態です。(7月4日)
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⑧高根斜面の急な雪渓でカルガモの親子を見ました。なぜ
こんな所にいるのか?高根ヶ原から下りてきたのでしょうか。
写真にはわかりにくいですが4羽の可愛いひなが写ってい
ます。(7月10日)

⑨センター近くのミズバショウ群落を歩くヒグマがセンサー
カメラに撮影されました。毛並みの綺麗なやや大きいクマで
した。森の中にはクマが食べる植物が多く、バッタリ出会わ
ないように音を出して歩きましょう。(6月29日)

第２号（７月１０日）

⑥天気予報が外れた晴天の日、気温も上がり、心地良い
一日でした。残雪が浮かぶ式部沼の奥には、ぽっかり浮か
ぶ雲の下に音更山が望めました。(7月8日)

⑦キビタキが大きなイモムシを咥えていました。巣では雛た
ちが首を長くして待っているのでしょう。時折、鳥とは思えな
いブーンという羽音も聞かれます。（6月23日）

⑪写真➉のヒグマが高根斜面に居着いたことで、7月10日
より三笠新道は通行止めになります。沼巡りコースも緑沼
経由、高原沼の往復コースとなります。(7月10日)

NO．２

⑩このクマが4日連続で観察されました。大学沼上方の斜
面から三笠新道入口の斜面で黙々と草を食べていました。
これからヒグマの季節が始まります。(7月7日)



入山受付７：００～１３：００、下山時間１５：００までです。

【高原沼巡りコース】○数字は写真の位置
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④大学沼にて、｢ここで帰るんですか?高原沼まで行ってき
たらいいですよ。｣｢ありがとうございました。行ってよかった
です。きれいでした。｣(6月26日)

②山の融雪が着実に進んでいます。緑沼の木道も少しず
つですが長い冬から顔を出してきています。沼巡りコースに
はまだまだ残雪がある所が多いですが、ようやく大雪山の
春を感じることが出来る貴重な時期です。（6月26日）

⑤エゾノリュウキンカがきれいに咲く沢沿いの歩道に花が
落ちていました。シカが茎を食べた跡です。まだ花が開きか
けのものです。たくさん食べてほしくないものです。（6月23
日）

なお、入山前に必ずヒグマ情報センターで入山届けを記入
し、レクチャーを受けてから入山してください。

①空沼は、まるで南極にいるような感覚になれるほどの雪
が湖水に崩れ落ち、水中に没した雪は空のごとく青く映え
ています。沼コースに行くなら是非ともコース最奥のこの空
沼まで行ってみましょう！(6月26日)

③大学沼はまだ雪の下です。大学沼対岸のブッシュから時
折、ナキウサギの声が聞こえます。奥のコウモリ雪渓はい
つもより多く雪が張り付いています。。大学、高原沼の間は
落石に気をつけてください。(6月26日)
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NO．２

⑧高原温泉の幻の湖?沼です。大学沼の対岸にある雪原に
水がたまっていました。わずか1日しか見られませんでし
た。陽光にきらきらと輝いていました。ここは夏になるとヒグ
マの生活場所になります。（6月23日）

⑩三笠新道は現在通行可能です。この分岐から高根ヶ原
までは雪上の歩行になります。道迷いや滑落には十分注
意してください。昨年の通行止めは7月12日でした。三笠新
道の通行止めはヒグマ次第です。(6月26日)

⑨土俵沼手前のショウコノ沢です。24日に沢を覆っていた
雪が一気に落ちました。橋に掛かった倒木は非常に滑りま
す。慎重に通行してください。また、コース中は雪の踏み抜
きに注意してください。(6月25日)

⑪日中に歩道脇でクマがミズバショウを食べた跡です。セン
ターからヤンベタップ川の間で日中にクマが現れた痕跡は2
件になります。これから融雪が進み、クマの食べ物が出て
きます。近くで遭遇しないように注意してください。(6月23日)

第１号（６月２７日）

⑥沼コースはまだまだ雪が多く残っているので道迷いには
注意してください。コースにはテープや笹でマーキングをし
ています。写真はヤンベタップ川ですが上川総合振興局に
より架橋され安全に渡れます。(6月20日)

⑦エゾ沼の雪は例年より少ない状態です。水の中をジャブ
ジャブと歩くことになるのも早いかもしれません。雪上の歩
行には注意してください。（6月23日）


